
　

開始年度 57

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

将来目標

「実績」
縮小図る

107,629

107,629

単位

千円

千円

目標値 112,375

139

H28目標値

126 128

Ｈ 26 Ｈ 27

44,841

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

市は商店街等が行う事業内容が商店街等の振興と活性化の目的に合致するときは補助金交付を行う。
補助対象は以下のとおり
・共同施設整備事業（商店街が来客者の利便に供するために共同で設置した施設）　補助率：1/3以内
・共同事業（商店街が販売促進及び地域コミュニティの推進等を目的として実施する事業）　補助率：事業内容により1/2、2/5、1/3以内
・街路灯電気料(商店街が設置した街路灯の電気料）　補助率：1/2以内

基本
方針

37,85740,495

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.90

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9155
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

所沢市魅力ある商店街創出支援事業補助金交付
要綱

部課コード 100200 ℡

法定受託＋附加

事業コード
魅力ある商店街創出支援事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

100204

①事務事業名

終了年度 年度

商業観光課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 商業グループ

■ □ □

年度

44

→

事業の種別

商業節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

市内の商店街の振興と活性化を図るため、商店街が実施する共同施設の設置及び共同事業に要する経費に対して補助が必要となったもの。

総合計画の体系 章 産業・経済 魅力ある商業の振興

商店街

商店街

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

42,090

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

商店街振興組合、商店街事業協同組合、商店街(概ね１０店舗以上の構成員を有し、
規約の定めのある団体） 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

市内の商店街の振興と活性化を目的とする。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

44

40,495

人） （

0.69人 5,975

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

44,841

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.35

40,590

（ 0.00

27 年度平成

8,895

（千円） 年度 （千円）

37,857

35,946 34,520

（千円） 平成

件

事業費合計

正規職員人件費

人）

1.02人

総事業費
商店街が事業を実施した各事業の事業
費を合計した金額

126,027

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

98,932

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

事業件数 商店街が事業を実施した件数

％ 達成率 88 67

　 項目名 項目説明

成果指標 商店街の事業達成度

継続

商店街が主催する祭りやイベントを支援し、街のにぎわいを創出や地域コミュニティの醸
成を行っている。

188,264

実 績 98,932 126,027

商店街が実施した事業の総予算額（目
標値）に占める総決算額（実績）の割合

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

商業観光課長　柳田　晃芳

終了

次年度予算

評価日 H28.8.3 評価者職氏名

理由
補助金交付事務については効率的な事務運営を行っており、今後も同様の効
果をあげていきたい。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
今後も商店街を支援していくことで、地域づくりや、街の賑わいを創出していき
たい。

拡大 縮小

無

無

申請・報告書等の作成
イベントでの展示物等の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

商店街は、地域住民はもとより運転免許を持たない高齢者など、買い物弱者
と言われる人達の重要な買い物拠点である。市民の利便性及び街の魅力づ
くりのためにも今後も商店街を支援していくことが必要である。

申請事業において、ハロウィンイベントやお化け屋敷など、新しい試みが行われている。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

各商店街は事業を実施する際には見積もり合わせ等を行い、予算よりも少な
い額で実施が出来るよう努力するため。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


